
 

 

NPO法人ゲートキーパー支援センター 

令和６年度 活動報告書 

ご 挨 拶 

 

  いつもゲートキーパー支援センターの活動にご支援を賜りありがとうございます。 

令和６年の自殺者数は 20,320人で、統計開始以来、２番目の低い水準となりま

した。しかし、小中高生は前年より１６人多い５２９人で、統計のある１９８０年以降、過

去最多となりました。（下記グラフ参照）特に女子は右肩上がりです。自分の手で人

生を絶たなければならなかった若い方の気持ちや、ご家族や周囲の方のお気持ちを

考えると痛ましく、自殺者の減少も吹き飛んでしまいます。 

今年度は、その影響もあると思いますが、現時点で中学校・高校・大学・専門学校

からのご依頼が増えています。教育現場にお伺いしますと、先生方も様々な問題を抱

えている生徒、不登校や自傷行為など、日々対応に苦慮されているというお話をお聞

きします。当法人の活動が少しでもお役に立てるように頑張って参りたいと思います。 

 

■小・中・高生の自殺者の年次推移（性別） 令和 6年中における自殺の状況（厚生労働省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  末筆になりましたが、法人を温かく見守り、応援して下さっている正会員の皆様に、

心より感謝申し上げます。今年度もよろしくお願い致します。 

令和 7年６月 8日 

NPO法人ゲートキーパー支援センター 

理事長 竹内志津香 



 

 

のチラシです。 

 

今はこの写真のようにちょっと外で話すことすらままならない状態です。 

 

■ゲートキーパー入門講座 ２時間 30 分～3時間 尼崎事務所開催  

 

ゲートキーパーとは？／自殺の現状／自

殺の要因／自殺のサインに気づく／声を

かけ話を聴く（ロールプレイング含む）／

危険度を図り必要な支援につなぐ／自分

を大切に 

 

【実施日】 （尼崎事務所開催）  

4/28、5/26、6/16、8/18、10/27、1/26、3/9 

（オンライン） 5/18、6/10、8/10、2/8 

 

お一人でも来て下さる方がいれば開催を続けています。 

 

 

■自殺危機初期介入スキルワークショップ ７時間 30分  

 

導入／自殺に関するさまざまな考え、信念／サインに

気づく／理解を深め、生きる理由を探る／危険性をは

かる／安全確保、支える仲間へつなげる、フォローアッ

プ／ふりかえり  

 

 この研修は、７時間半の研修の半分を使って自殺

念慮のある方に対する具体的なロールプレイング

を行います。支援者、自死遺族、ご自身の経験な

ど、様々な思いを抱えて来られます。終わるころに

は、講師、参加者の間に心の交流が生まれます。 

 

【実施日】  5/12  11/10  開催 

 

   

本年度は 2回開催しました。 

自主開催―ゲートキーパー養成講座 



 

 

 

 

 

 

 

6/30（オンライン）、   

12/8（オンライン）、  

3/16 

 

 

 

 

10/20 

仕事を失うことや、仕事での辛さで追いつめられる方

の相談業務のために、是非、受講してほしいです。 

 

 

 

 

■兵庫県 令和 6年度学校で取り組む自殺予防支援事業 

生徒対象 

セルフケア講座「自分を大切にすること」 

ゲートキーパー講座「周りの人のいのちを守ること」 

先生のためのゲートキーパー講座 

 

―― 令和 6年度に開催した高等学校 ― 

県立上郡高等学校／滝川中学・高等学校／愛徳学園中・

高等学校／大岡学園高等専修学校／神戸市立神港橘高  

等学校／県立生野高等学校／県立播磨農業高等学校／

市川高等学校／日ノ本学園高等学校／みかしほ学園／県

立明石高等学校／県立香寺高等学校／園田学園女子大・

短大／豊岡大岡学園高等専修学校／県立三田祥雲館高

等学校／県立大姫路工学キャンパス／阪神昆陽高等学校

／県立農業高等学校定時制／県立多可高等学校／県立

川西緑台高等学校／県立芦屋高等学校 

 

 

厚生労働省指定 キャリアコンサルタント更新講習（技能講習） 

キャリアコンサルタントとして 

自死を考えるクライエントへの適切な対応 

 

～ゲートキーパースキル実習（入門編）～ 

キャリアコンサルタントとして 

発達障害を理解した支援 

 

 

 

 

 

自治体や団体からの委託事業 

生徒・先生への研修を行いました。学校では自傷行為なども増えており、対応に困っている先生方の

声をよくお聞きしました。未来ある生徒さんたちに少しでもお役に立てるようにと心をこめました。 

皆さん、よく聞いて下さいました！ 



 

■兵庫県 働く人のためのゲートキーパー講座 

【会場】 

神戸市 国際会館（9/13） 

姫路市 アクリエ姫路（11/29） 

 

働く人を対象とした研修を行いました。 

2会場とも、たくさんの方が参加され、グループワークやロー

ルプレイなども、熱心に取り組まれていました。 

 

 

 

 

参加企業には、動画ＵＲＬも提供。 

約 2200人の方が視聴していただきました。 

 

 

 

■西宮市 働く人のためのゲートキーパー講座 

西宮市 市民    「悩みの聴き方レッスン」 「ゲートキーパー入門講座」  

西宮市役所 職員 「悩みの聴き方レッスン」「ゲートキーパー入門講座」「フォロー研修」 

「自殺危機初期介入スキルワークショップ」 

 西宮市 水道検針員・社会福祉協議会職員研修 

 

■明石市 自殺予防研修開催業務 

 明石市オレンジカフェ／明石波の家／兵庫県立大学看護学部／スクールソーシャルワーカ

ー／健康ソムリエ／金木犀の会／グッドフェローズ／おむつ定期便／二見西小学校／カルピ

ス配達員（見守りサポーター）／衣川コミュニティセンター／市民研修（フォロー・図書館） 

 

■尼崎市 

尼崎市市職員・教職員研修／市民研修「悩みの聴き方レッスン」「ゲートキーパー入門講

座」／ 

尼崎市小中学校 1年目教員 

■ゲートキーパー研修開催 自治体・団体（順不同） 

普段は来れない企業にお勤めの

方が多く参加して下さいました。 

コロナ禍以降、動画を作る

ようになりました。 



 

【兵庫県】 

三田市 中学生／教職員 

教育委員会／市民 

 三木市 市教職員／市民 

民生児童委員 

伊丹市 中学生／教職員 

市民／市職員 

 西脇市 教職員 

香美町 民生児童委員／町役場職

員（カウンセリング） 

 南あわじ市 教職員／市職員 

広域消防職員／ケアマネ 

新温泉町 市民 

民生委員 

 多可町 教職員 

町職員 

稲美町 民生児童委員 

 

 神河町 

 

町職員 

 

芦屋市 市職員研修 

 

 播磨町 町職員 

民生児童委員 

精神科診断学会 

シンポジウム 

医療従事者 

 

 明石市 市民 

西宮市 

 

高校生 

教職員 

 朝来市 市民 

 

浄土真宗本願寺神

戸別院 

自死者追悼法要実行委員

会スタッフ 

 兵庫県薬剤師会 

 

薬剤師 

宍粟市社会福祉協

議会 

民生児童委員  宝塚 NPOセン

ター 

ひきこもり当事者／家族／支

援者 

 

【大阪府】 

泉大津市 中学生／教職員 

FMいづみおおつ 

 貝塚市 市職員／ワークショップ参加

者／市民 

寝屋川市 養護教諭（オンライン）  大阪市 大阪断酒会 

 

 

【京都府】 

京丹波町 町職員／女性の会／ 

社会を明るくする運動推進

委員会 

 城陽市 市職員 

民生児童員 

長岡京市 市職員／民生児童委員 

FMおとくに 

 宇治田原町 民生児童委員 

八幡市 市民 

 

 精華町 町職員 

民生委員 

宇治市 市民 

支援者 

 綾部市 市民 

市職員 

佛教大学 

社会福祉士の会 

社会福祉士（オンライン）    

 

【滋賀県】 

東近江市 市役所職員  米原市 市民 

中学校教職員 



 

高島市 市役所支援者 

 

 草津市 市民 ／市職員／健康推進

委員／企業同和教育推進協

議会 

野洲市 

 

地域包括支援センター職

員 

   

 

【奈良県】 

大和高田市 

 

ケアマネ  生駒市 介護事業所職員 

 

【和歌山県】 

紀美野町 

 

民生委員 

（オンライン） 

 

【広島県】 

広島高等検察庁 

 

検察官等職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市女性のつながりサポート事業 

男女共同参画センター（あすてっぷ KOBE）において困難を抱える女性の相談支援とし

て法律や心理などの専門相談を行いました。 

 

そのほかにも居場所（りりーぶ）として茶菓を提供し、生理用品の配布やカウンセリング・

アロマテラピーなど体験してもらいました。 

 

２０２４年 11/2、12/21、２０２５年 2/22に実施 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 あまりすは、令和 7 年度からの事業が不採択になり 2 年半

で活動を終えることになりました。スタッフが心から寄り添う

活動をしていたことが評価されなかったことは残念でなりま

せんが、大変素晴らしい活動であったと自己評価をしたうえ

で、最後のご報告をさせていただきます。 

 

 

■アウトリーチ（訪問支援）の取り組み 

おおむね３０歳を越える年齢のひきこもる方がいるご家庭

に定期的に訪問して、当事者とそのご家族の心情に寄り添い

ながら、社会参加を支えていく活動です。 

 精神疾患のために社会から受け入れられず怒りをコントロールできなくなっていた方、

ゴミ屋敷のなかで地域から孤立していた方なども、少しずつ、少しずつの温かい声掛けと

継続訪問で、徐々に心を開いてくださいました。スタッフは何でもできることを探して行

いました。必要があれば、精神手帳を取得するための病院への付き添い、事業所やクリニ

ック、デイケアの見学、同行なども行いました。ごみ捨てのお手伝いもしました。一緒にショ

ッピングに出かけたり、食事をすることで、ご本人が就労意欲を取り戻したこともありまし

た。長年、歯の治療ができないでいた恐怖症の方には、診察室に一緒に入って、声をかけ

て励ましながら治療に付き合いました。    

年間訪問件数 348件  

 

■居場所 

 ひとり静かに過ごしたり、相談員とお話したり、同じような環境の方たちと交流したり。

そんな自由であたたかな「居場所」を開催してきました。昨年度は参加人数も増え、常時

15 名ほどが参加するようになりました。漫画や書籍、ゲームを楽しむ方、ヨガや女子会に

参加される方、「さんとしょ」への外出など活動の幅も広がりました。居場所最終日には

20名以上が集まり、相談員と共に和やかな時間を過ごしました。  年間２８回開催 

       

尼崎市ひきこもり等支援事業「あまりす」  



 

■家族会 

 当事者の家族が、「ほっとできる」あまりす家族会。当事務所や尼崎市内の生涯学習プラ

ザで実施。参加されるご家族も少しずつ増え、家族同士の交流も深まりました。近況報告

の場では、共感や労いの言葉を掛け合う姿が見られ、癒しの時間になっていたと感じまし

た。 

また、個別相談にも応じ、家族全体をあたたかくも慎重に見守りながら支援を行いました。 

 年間６回開催 

 

■あまりす 第 3回 啓発セミナー 

 

大人のひきこもり 

～家族や地域ができること～ 

                                                                                                                                                                                         
講演講師に日花睦子さんをお迎えし、20年以上に 

わたり、ひきこもり状態の息子を支えてこられた母と 

してのご経験や日々の葛藤をリアルな言葉でお話して 

いただきました。講演後にはワールドカフェ形式の座談 

会を実施し、参加者同士が自由に感想や意見を語り合う 

時間を設けました。 

当事者、ご家族、支援者が立場を越えて語り合う中で 

さまざまな気づきやヒントが得られたのではないかと感 

じました。また、ひきこもり支援事業の活動内容も紹介し 

当事業や『あまりす』についてたくさんの方に知っていた 

だく貴重な機会となりました。 

参加者 73名…当事者、ご家族、支援者、各関係機関の方々 

                                 

 

 

 

■あまりすスタッフ 
未経験からの取り組みでしたが、これまで

まったく外出できなかった方が、相談員と 

外食したり、居場所に通えるようになった

り、一緒に買い物に出かけたり、少しずつ

社会とのつながりを取り戻していく様子を

間近で見ることができました。 

さらに、在宅就労につながるなど、大きな

変化を感じられる場面もありました。 

このような貴重な経験をさせていただけ

たことに、相談員一同、心から感謝申し上

げます。 

 

 


